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静
岡
県
立
高
校
の「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」で
の

育
成
の
試
み

社
会
人
基
礎
力
を
評
価
の
指
標
と
し
て
活
用
、

能
力
育
成
が
明
確
に
。生
徒
の
チ
カ
ラ
を
伸
ば
し
、

大
学
で
も
活
躍
で
き
た

う
点
か
ら
も
、
注
目
さ
れ
る
試
み
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
学
び
が
、
大
学
へ
つ
な
が
る

　

高
等
学
校
で
も
、
平
成
15
年
度
か
ら
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
以
下
、
総
学
）」
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
そ
の
目
標
を
「
横
断
的･

総
合
的
な
学
習
や
探
求
的
な
学
習
を
通
し
て
、

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質

や
能
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
学
び
方
や
も
の
の
考
え
方
を
身
に
付
け
、
問
題
の
解
決
や
探
求
活
動
に

主
体
的
、
創
造
的
、
共
同
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
て
、
自
己
の
あ
り
方
、
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
総
学
」
の
狙
い
を
実
際
の
教
育
活
動
に
展
開
す
る
と
な
る
と
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。

実
際
に
、
学
校
あ
る
い
は
教
員
に
よ
っ
て
捉
え
方
が
ま
ち
ま
ち
だ
、
教
科
活
動
と
は
全
く
異
な
る
教
育
活

動
と
捉
え
、
遊
び
の
時
間
に
も
な
り
か
ね
な
い
、
と
い
っ
た
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

浜
松
西
高
校
で
は
、
将
来
の
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
た
め
に
必
要
な
態
度･

意
欲･

能
力
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
進
路
選
択
と
進
路
実
現
の
ス
テ
ッ
プ
と
す
べ
く
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
論
文
執

筆
を
行
う
ゼ
ミ
形
式
の
授
業
（「
総
学
ゼ
ミ
」）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
浜
松
西
高
校
は
、
生
徒
の
ほ
ぼ
全
員

が
大
学
へ
進
学
し
ま
す
。
こ
う
し
た
高
校
で
生
徒
が
自
ら
の
関
心
、
興
味
、
適
性
を
考
え
な
が
ら
、
学
部

や
学
科
、
大
学
を
選
ぶ
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
生
き
方
は
ど
う
あ
る
か
を
考
え
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

を
描
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
大
村
先
生
は
、「
基
礎
力.net

」
で
の
議
論
も
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
自
ら

担
当
す
る
こ
の
「
総
学
ゼ
ミ
」
の
活
動
で
生
徒
の
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育
成
す
る
試
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
４
月
ま
で
、「
社
会
人
基
礎
力
」
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
自
由
に
参
加
し
、
意
見
を

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
と
し
て
「
基
礎
力.net

」（
経
済
産
業
省
・
河
合
塾
運

営
）
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
大
学
の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
機
関
の
関
係
者
、
企

業
人
、
学
生
な
ど
の
会
員
が
、「
社
会
人
基
礎
力
」
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
基
礎
力.net

」
に
参
加
し
て
情
報
交
換
を
行
い
、「
社
会
人
基
礎
力
」
教
育
の
考
え
を
深
め
な

が
ら
、
高
校
教
育
に
「
社
会
人
基
礎
力
」
育
成
の
導
入
を
試
み
た
教
員
が
い
ま
す
。
静
岡
県
立
浜
松
西
高

等
学
校
の
大
村
勝
久
先
生
で
す
。
大
村
先
生
は
、
汎
用
的
能
力
育
成
な
ど
に
も
強
い
関
心
を
持
ち
、
能
力

育
成
の
観
点
に
立
っ
て
授
業
を
改
善
し
て
い
く
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
知
っ
た

「
社
会
人
基
礎
力
」
の
観
点
を
い
か
に
授
業
に
取
り
込
ん
だ
の
か
、
先
生
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

小
中
学
校
、
高
校
な
ど
、
若
い
う
ち
か
ら
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
育
成
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い

499 498
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参
加
者
17
人
が
、
２
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
１
年
間
活
動
し
ま
す
。
テ
ー
マ

研
究
、
論
文
作
成
と
い
っ
た
授
業
内
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
自
分
達
の
学
習
に
ア

　
「
総
学
ゼ
ミ
」
に
は
、
い
く
つ
か
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
学
部
選
択
に
つ
な
が
る

学
習
活
動
は
、
ま
さ
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
そ
の
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
自
分
の
関
心
と
適
性
か
ら
学
部
を

選
ぶ
こ
と
は
、
大
学
進
学
へ
の
動
機
付
け
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校
で
の
学
び
を
単
な
る
受
験
勉
強
と

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
大
学
で
の
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
の
は
、
学
習
の
意
欲
付

け
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
副
次
的
な
効
果
と
し
て
は
、
大
学
で
の
学
び
と
同
じ
よ
う
な
ス
タ
イ
ル

で
の
学
習
は
、
大
学
入
学
後
の
学
び
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
初
年
次
教
育
の
先
取
り
に
も
な
り
ま
す
が
、
そ

も
そ
も
高
校
と
大
学
で
学
び
の
方
法
に
差
を
つ
け
る
考
え
方
自
体
へ
の
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。

　

大
村
先
生
は
、
こ
の
ゼ
ミ
の
柱
の
一
つ
に
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
育
成
を
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

高
校
生
に
と
っ
て
の
「
社
会
人
基
礎
力
」
は
、
単
に
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
能
力
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
ゼ
ミ
活
動
や
そ
れ
以
外
の
学
習
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
の
能
力
で
も
あ
り
、
ま
た
進
路
選

択
や
学
び
へ
の
動
機
付
け
や
、
大
学
と
同
様
の
ス
タ
イ
ル
で
の
学
び
を
下
支
え
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

た
の
で
す
。

論
文
の
テ
ー
マ
は
生
徒
が
自
分
達
で
決
め
、
大
学
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も

　
「
総
学
ゼ
ミ
」
で
は
、
１
年
か
け
て
生
徒
の
興
味
や
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
に
関
す
る
論
文
を
グ
ル
ー
プ

で
執
筆
し
ま
す
。
活
動
は
通
常
は
２
週
間
に
１
回
、
50
分
の
授
業
内
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
導
入
を
試
み
た
ゼ
ミ
で
は
、
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、

テ
ー
マ
は
生
徒
自
身
で
検
討
さ
せ
、
同
じ
テ
ー
マ
を
希
望
す
る
生
徒
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。

資料提供　静岡県立浜松西高等学校　大村勝久先生
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学
年
全
体
発
表
会
を
行
う
。

読
ま
せ
・
質
問
し
・
報
告
さ
せ
…
「
3
つ
の
力
」
を
意
識
し
た
生
徒
へ
の
働
き
か
け
の
整
理

　

高
校
生
は
、「
社
会
人
基
礎
力
」
と
い
う
概
念
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
言
葉
す
ら
知
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
最
初
の
授
業
で
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
、「
社
会
人
基
礎
力
」
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
背
景
や
、「
総
学
ゼ
ミ
」
と
の
関
連
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
内
容
の
濃
い
論
文
を
探
求
す

る
上
で
は
、
論
文
の
技
法
を
取
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
ゼ
ミ
活
動
中
に
身
に
付
け
て
い
く
「
社
会
人
基
礎

力
」
を
意
識
す
る
こ
と
も
大
事
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
だ
け
で
な
く
授
業
中
に
も
繰
り
返

し
伝
え
ま
し
た
。
た
だ
し
、
活
動
の
場
面
で
は
、「
12
の
能
力
要
素
」
の
言
語
を
用
い
る
こ
と
は
せ
ず
、

具
体
的
な
活
動
に
置
き
換
え
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
き
ま
し
た
（
ｐ
５
０
７
活
動
報
告
参

照
）。

　

先
生
は
、
ゼ
ミ
活
動
の
一
つ
一
つ
を
、「
社
会
人
基
礎
力
」
を
高
め
る
た
め
の
活
動
と
意
識
し
、
以
下

の
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。

■
「
前
に
踏
み
出
す
力
」
を
発
揮
さ
せ
る
工
夫

・�

生
徒
が
「
主
体
性
」
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
す
る
テ
ー
マ
研
究
に
取
り
組
ま
せ
、

ま
た
同
じ
テ
ー
マ
を
希
望
す
る
生
徒
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
。
テ
ー
マ
の
選
定
に
際
し
て
は
、
自

発
的
活
動
を
誘
う
た
め
に
、
先
生
か
ら
は
テ
ー
マ
に
関
す
る
誘
い
水
的
役
割
と
し
て
書
籍
、
雑
誌
、
サ

イ
ト
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
与
え
る
に
留
め
た
。
論
文
な
ど
の
レ
ベ
ル
は
、
自
分
達
の
レ
ベ

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
た
め
に
、
地
元
の
大
学
や
企
業
へ
出
か
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
い
ま
し
た
。

■
１
年
間
の
流
れ
〜
８
月
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、
９
月
中
間
発
表
、
２
月
学
年
発
表

・
４
〜
５
月

取
り
組
み
た
い
大
テ
ー
マ
別
に
グ
ル
ー
プ
を
編
成
す
る
（
例
：
国
際
平
和
、
国
際
経
済
、
会
計
な

ど
）。
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
っ
て
、
研
究
す
る
詳
細
な
テ
ー
マ
を
決
め
る
。
テ
ー
マ
研

究
の
た
め
の
指
定
図
書
や
論
文
を
決
め
、
知
識
を
深
め
る
。

・
６
〜
７
月　

深
い
探
求
を
す
る
た
め
に
夏
休
み
に
実
施
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
先
を
探
し
、
質
問
事
項
を
ま
と

め
る
、
依
頼
状
を
作
成
す
る
な
ど
依
頼
の
準
備
を
す
る
。

・
８
月フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
専
門
家
か
ら
指
導
・
助
言
を
も
ら
い
、
報
告
書
を
作
成
す
る
。

・
９
月中

間
報
告
書
を
作
成
し
、
ゼ
ミ
内
で
中
間
発
表
会
を
行
う
。

・
10
〜
12
月

グ
ル
ー
プ
論
文
を
完
成
さ
せ
、
発
表
用
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
す
る
。

・
１
月ゼ

ミ
内
で
グ
ル
ー
プ
論
文
集
を
作
成
し
、
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。
学
年
全
体
発
表
会
に
出
場
す
る
ゼ
ミ

代
表
を
投
票
で
決
め
る
。

・
２
月
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題
を
与
え
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
求
め
る
な
ど
し
て
、
考
え
を
深
め
る
こ
と
を
促
し
た
。

■
「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
を
発
揮
さ
せ
る
工
夫

・�

グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
を
発
揮
す
る
場
面
は
い
く
ら
で
も
あ
る
が
、
意
図
的
に
グ

ル
ー
プ
活
動
を
増
や
し
た
。
例
え
ば
、
個
人
の
テ
ー
マ
を
組
み
合
わ
せ
た
論
文
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ

で
一
つ
の
論
文
と
す
る
こ
と
で
話
し
合
い
を
さ
ら
に
促
し
、
必
ず
メ
ン
バ
ー
の
合
意
の
上
、
決
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

・�

先
生
は
「
総
学
ゼ
ミ
」
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
取
得
し
、
授
業
以
外
の
事
前
指
導
や
事
後
指
導
の
連
絡

は
メ
ー
ル
で
班
長
に
し
か
伝
え
ず
、
班
長
が
全
班
員
と
連
絡
を
取
る
よ
う
に
し
た
。
班
長
に
は
個
人
用

の
ア
ド
レ
ス
を
取
得
さ
せ
、
班
員
同
士
が
相
互
に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
、
グ
ル
ー
プ
内
の
情
報

の
共
有
化
を
図
ら
せ
た
。

・
さ
ら
に
、
校
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
参
加
に
よ
り
「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
を
向
上
さ
せ
た
。

大
学
で
の
学
び
の
真
剣
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
文
系
で
も
数
Ⅲ
の
必
要
性
を
痛
感

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
自
分
達
の
探
求
す
る
テ
ー
マ
に
応
じ
た
専
門
家
を
訪
ね
、

学
習
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
今
後
の
探
求
活
動
に
生
か
す
と
い
う
も
の
で
す
。
自
分
達
で
訪

問
先
を
探
し
、
４
カ
月
学
習
し
た
こ
と
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
に
ま
と
め
、
依
頼
状
、
質
問
事
項
と
共

に
送
り
、
依
頼
を
受
け
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、
日
程
調
整
し
、
実
際
に
訪
問
し
、
最
終
的
に
報
告
書

に
ま
と
め
ま
す
。

ル
よ
り
も
少
し
高
い
も
の
を
要
求
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
た
。

・�

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
先
も
自
分
達
で
探
し
、
依
頼
状
・
お
礼
状
の
作
成
や
、
日
程
調
整
な
ど
全
て
生
徒

自
身
に
行
わ
せ
る
な
ど
、
自
ら
が
行
動
し
な
い
と
何
も
進
ま
な
い
状
況
を
作
っ
た
。

・�

グ
ル
ー
プ
活
動
が
中
心
に
な
る
が
、
ゼ
ミ
全
体
で
同
じ
方
向
性
を
持
っ
た
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
、
全
体
の
情
報
の
共
有
化
が
大
切
と
考
え
、
毎
回
の
活
動
に
つ
い
て
授
業
開
始
と
授
業
終
了
時
に
、

各
班
か
ら
進
捗
を
報
告
さ
せ
た
。
報
告
す
る
こ
と
で
、
ゼ
ミ
全
体
の
自
発
的
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
か

つ
各
生
徒
が
責
任
を
持
っ
て
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
。

・
全
員
が
主
体
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
最
大
で
４
人
ま
で
と
し
た
。

■
「
考
え
抜
く
力
」
を
発
揮
さ
せ
る
工
夫

・�

レ
ベ
ル
の
高
い
論
文
作
成
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
は
、「
考
え
抜
く
力
」
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

考
察
に
重
点
を
置
い
た
論
文
作
成
や
発
表
活
動
を
求
め
た
。
グ
ル
ー
プ
内
の
知
識
の
共
有
化
を
図
り
、

深
い
思
考
を
促
す
た
め
指
定
図
書
を
与
え
る
、
指
定
図
書
以
外
の
参
考
書
籍
や
サ
イ
ト
な
ど
は
自
分
達

で
用
意
さ
せ
る
、
授
業
で
は
グ
ル
ー
プ
内
で
相
互
の
考
え
を
ぶ
つ
け
合
わ
せ
る
、
と
い
っ
た
工
夫
を
行

っ
た
。

・�

多
く
の
課
題
や
制
約
を
与
え
る
こ
と
で
、
計
画
的
に
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
作
っ
た
。
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
、
論
文
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
お
礼
状
な
ど
は
、
字
数
、
発
表
時
間
な
ど
制
約
を

設
け
、
必
ず
締
め
切
り
を
守
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
。
夏
休
み
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
日
程
調
整
を
さ

せ
る
こ
と
で
も
、「
計
画
力
」
を
高
め
ら
れ
る
と
考
え
た
。

・�

先
生
は
、
授
業
内
の
机
間
巡
視
に
お
い
て
、
生
徒
個
々
の
意
見
や
活
動
を
聞
き
出
し
な
が
ら
質
問
や
課
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先
生
は
、
自
ら
の
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
も
積
極
的
で
し
た
。
生
徒
向
け
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
は
、
自
分
自
身
の
理
解
を
深
め
る
場
と
意
識
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
の
「
社
会

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
狙
い
は
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
専
門
家
の
指
導
を
受
け
、
深
い

探
求
を
す
る
こ
と
で
す
。
訪
問
先
が
主
に
大
学

の
た
め
、
進
路
研
究
に
も
な
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
社
会
人
基
礎
力
」
そ
の
も

の
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
生
徒
だ
け
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
先
を
見
つ
け
、
調
整
を
し
、
初
対

面
の
外
部
の
方
に
教
え
を
請
う
と
い
う
こ
と
は

か
な
り
の
緊
張
感
を
伴
う
た
め
、「
前
に
踏
み

出
す
力
」「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で
働
く

力
」
の
「
３
つ
の
力
」
を
育
成
す
る
た
め
の
貴

重
な
体
験
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
生
徒

た
ち
は
日
頃
の
高
校
で
の
学
習
の
意
味
や
、
自

分
で
学
ぶ
こ
と
の
必
要
性
も
知
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
教
員
自
ら
の
研
鑽
姿
勢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
へ
の
参
加
と
研
修
会
出
席

資料提供　静岡県立浜松西高等学校　大村勝久先生

本日大学のゼミに参加してきました。
女子生徒２名の参加です。私にとっても国際関係のゼミに参加することは初めてであり、
非常に良い勉強となりました。進路指導をする上でも非常に役立ちます。生徒には冗談で
発表するかも知れないと言っておいたところ本当に発表することとなり慌てて行うことと
なりましたが、こんな素敵な経験をさせていただき彼女たちも緊張しながらも感激です。
また日頃もっと勉強しなさい、本を読みなさい、勉強しなさい、本を読みなさいと繰り返し、
教科の授業でも、もちろん総学ゼミでも言い続けているのですが馬耳東風でした。また２
人ともイギリスなどに短期留学もしており英検も合格しているので少しは自信もあったよ
うですが、今日の留学生の英語を聞きとれず、そして世界史・倫理・政治経済の勉強も足
りないことにも気付きました。最後に１回のゼミで１００ページの英語の本を読む課題が
出された。そのテキストを開けば微分積分がでていました。彼女らはいかに勉強に取り組
む姿勢が悪く、そして認識不足かということを自覚できたようです。私は文系でも経済の
数学は数Ⅲまで必要であり、文系学部は毎週一冊の本を読むのは当たり前ということを言っ
ておりました。そのことが本当だと知り愕然としていたようです。帰り際、掲示板に１年
生の課題として毎週一冊の新書を読むことが書かれており携帯写真に納めさせました。生
徒共々非常によい刺激となりました。彼女らの今後のまとめに期待します。

生徒のフィールドワーク
（Ｓ大学ゼミに参加）立ち合った教員の活動日記（「基礎力．ｎｅｔ日記」より）

「基礎力．ｎｅｔ」に掲載した活動報告（事例）

資料提供　静岡県立浜松西高等学校　大村勝久先生
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た
り
す
る
こ
と
で
、
生
徒
自
身
が
細
か
い
目
標
に
気
付
き
、
成
長
点
も
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
さ
に
能
力
の
育
成
に
評
価
が
効
果
を
上
げ
る
と
言
え
る
の
で
す
。

　

浜
松
西
高
校
で
は
、「
総
学
」
の
成
績
評
価
に
つ
な
げ
る
生
徒
評
価
の
観
点
と
し
て
、
既
に
別
表
（
ｐ

５
１
３
）
の
観
点
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
村
先
生
は
、
こ
れ
ら
５
観
点
を
、「
社
会
人
基
礎
力
」
な

ど
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
能
力
観
点
で
表
現
し
直
す
と
、
よ
り
５
観
点
の
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
み
、
そ
の

価
値
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
総
学
ゼ
ミ
」
で
育
成
す
る
能
力
、
身
に
付
け
て
ほ
し
い
能
力
を
、
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い

る
能
力
観
点
で
検
討
し
、
評
価
＝
育
成
の
目
標
項
目
と
し
て
、
活
動
で
の
成
長
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

プ
ロ
グ
レ
ス
シ
ー
ト
で
明
示
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
「
社
会
人
基
礎
力
」
の

他
に
、
表
現
、
キ
ャ
リ
ア
、
教
科
リ
テ
ラ
シ
ー
（
活
用
力
）、
大
学
で
の
教
養
な
ど
、
こ
の
活
動
で
生
徒

に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
能
力
項
目
を
全
て
並
べ
、
そ
れ
ら
を
こ
の
活
動
に
合
わ
せ
た
具
体
的
な
定
義
に
置

き
換
え
、
生
徒
に
振
り
返
り
さ
せ
や
す
く
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
「
３
つ
の
力
」「
12
の
能
力
要
素
」
は
、
既
に
行
っ
て
い
る
教
育
の
目
標
に
関
連

付
き
、
指
標
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
活
動
の
振
り
返
り
に
よ
り
気
付
き
を
促
す
と
い
う
自
己
評

価
の
観
点
と
し
て
は
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
先
生
は
、
こ
の
考
え
方
で
あ
れ
ば
、
自

分
が
担
当
し
て
い
る
数
学
な
ど
、
他
の
科
目
で
も
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
導
入
は
十
分
可
能
だ
と
言
い
ま

す
。

■
振
り
返
り
の
際
の
詳
細
な
評
価
の
指
標

・「
社
会
人
基
礎
力
」

人
基
礎
力
」
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
「
基
礎
力.net

」
内
の
ブ
ロ
グ
に
毎
回
の
活
動
記
録
を
書

き
込
み
、
振
り
返
り
を
行
う
と
と
も
に
、
サ
イ
ト
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
立
ち
上
げ
、
意
見
交
換
す
る
こ

と
で
「
社
会
人
基
礎
力
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
指
導
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
に
参
加
し
て
知
識
と
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

前
頁
の
表
は
「
基
礎
力.net

」
に
掲
載
し
た
活
動
記
録
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
そ
の
や

り
と
り
で
す
。
授
業
は
２
週
間
に
一
度
な
の
で
、
先
生
は
メ
ー
ル
を
活
用
し
て
生
徒
の
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
サ
イ
ト
に
は
、
自
分
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
で
得
た
も
の
を
生
徒
向
け
の
言
葉
に
翻
訳
し
、

生
徒
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
メ
ー
ル
で
伝
え
た
こ
と
を
書
き
込
み
ま
し
た
。

生
徒
の
活
動
に
合
わ
せ
て
「
12
の
能
力
要
素
」
を
再
定
義
し
、

「
能
力
育
成
の
た
め
の
評
価
」
を
試
み
る

　

本
来
評
価
に
は
、
生
徒
が
自
分
は
ど
の
観
点
が
ど
の
レ
ベ
ル
な
の
か
を
把
握
し
、
そ
の
後
の
学
習
に
生

か
し
て
い
く
と
い
う
機
能
が
あ
り
ま
す
。
各
教
科
の
観
点
別
評
価
も
、
そ
の
た
め
に
あ
る
は
ず
な
の
で
す

が
、
現
状
で
は
そ
の
狙
い
は
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

一
方
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
は
、
他
の
教
科
の
よ
う
に
細
か
い
評
価
の
観
点
は
学
習
指
導
要
領

で
は
決
め
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
総
合
的
な
学
習
力
の
育
成
」
な
ど
、
目
標
が
幅
広
く
明
確

な
観
点
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
分
、
学
習
の
は
か
ど
り
や
能
力
向
上
の
促
進
に
、
評
価
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
評
価
＝
育
成
目
標
項
目
を
決
め
、
定
期
的
に
自
己
評
価
を
し
た
り
、
他
者
評
価
を
取
り
入
れ
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・
教
科
リ
テ
ラ
シ
ー
（
高
校
で
学
習
す
る
教
科
の
活
用
度
合
い
）、
大
学
専
門
知
識
活
用

よ
り
深
く
学
ぶ
姿
勢
の
ベ
ー
ス
と
な
る
よ
う
に
、「
教
科
リ
テ
ラ
シ
ー
」「
大
学
専
門
知
識
活
用
」
に

つ
い
て
も
、
振
り
返
り
の
評
価
項
目
に
加
え
ま
し
た
。「
教
科
リ
テ
ラ
シ
ー
」
で
は
、
探
求
活
動
に

お
い
て
教
科
学
習
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
で
、
教
科
学
習
の
必
要
性
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
、「
大
学
専

門
知
識
活
用
」
で
は
、
大
学
で
学
ぶ
知
識
を
先
取
り
で
学
ぶ
こ
と
で
、
進
路
適
性
の
理
解
を
深
め
さ

せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
ま
し
た
。

特
に
教
科
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、「
総
学
」
と
い
う
と
何
か
特
別
な
こ
と
と
捉
え
て
し
ま
い
、

教
科
授
業
と
切
り
離
し
て
考
え
る
生
徒
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、「
総
学
」
は
教
科
学
習
が
ベ
ー

ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
教
科
学
習
で
得
た
知
識
が
活
用
で
き
る
こ
と
を
伝
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
教
員
が
「
総
学
」
を
評
価
す
る
際
の
指
標
に
は
含
み
ま
せ
ん
。

■
評
価
の
実
施

　

事
前
、
中
間
、
事
後
の
３
回
の
自
己
評
価
を
行
い
、
中
間
発
表
後
（
９
月
末
）
に
は
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
相
互
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

①
事
前
自
己
評
価

４
月
に
「
社
会
人
基
礎
力
」
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
た
後
で
、
約
20
分
か
け
て
プ
ロ
グ
レ

ス
シ
ー
ト
（
事
前
自
己
評
価
）
を
記
入
さ
せ
ま
し
た
。
事
前
自
己
評
価
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
深
刻

に
な
ら
ず
感
覚
で
付
け
て
よ
い
と
気
楽
に
付
け
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
提
出
さ
れ
た
プ
ロ
グ
レ
ス

シ
ー
ト
を
点
検
し
、
生
徒
の
理
解
が
低
い
と
思
わ
れ
る
項
目
に
つ
い
て
再
度
授
業
内
で
説
明
を
行
い

「
12
の
能
力
要
素
」
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
想
定
し
、
生
徒
に
も
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
に
再
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ベ
ル
基
準
は
４
段
階
（
十
分
高
い
、
高
い
、
少
し
低
い
、

低
い
）
で
簡
単
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
と
な
る
具
体
的
行
動
事
実
）
に
つ

い
て
は
、
生
徒
が
こ
の
よ
う
な
振
り
返
り
活
動
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
「
３
つ
の
力
」

で
ま
と
め
て
書
か
せ
る
な
ど
、
意
図
的
に
記
述
部
分
を
減
ら
し
ま
し
た
。
シ
ー
ト
返
却
時
に
は
、
重

点
目
標
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
記
入
し
、
生
徒
も
教
員
も
何
を
指
導
さ
れ
た
か
、
指
導
し
た
か
が
わ
か
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
た
。

・「
社
会
人
基
礎
力
」
以
外
の
指
標

「
社
会
人
基
礎
力
」
以
外
の
表
現
力
、
情
報
活
用
力
、
キ
ャ
リ
ア
力
な
ど
に
つ
い
て
も
、「
社
会
人
基

礎
力
」
同
様
、
４
段
階
で
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

・
表
現
力
：�

口
頭
表
現
（
発
表
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
）
と
文
章
表
現
力
を
柱
に
、
こ
の
ゼ

ミ
の
活
動
に
沿
う
項
目
を
挙
げ
ま
し
た
。

・
情
報
活
用�
力
：
文
部
科
学
省
「
情
報
教
育
の
実
践
と
学
校
の
情
報
化
」「
情
報
Ａ
」
を
参
考
に
、

情
報
の
収
集
加
工
、
判
断
を
ベ
ー
ス
に
ゼ
ミ
活
動
に
合
う
項
目
を
挙
げ
ま
し
た
。

・
キ
ャ
リ
ア�

力
：
文
部
科
学
省
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
提
唱
し
て
い
る
４
つ
の
領
域=

「
人
間
関
係

形
成
能
力
」「
情
報
活
用
能
力
」「
将
来
設
計
能
力
」「
意
思
決
定
能
力
」
か
ら
、「
社

会
人
基
礎
力
」
や
情
報
活
用
力
だ
け
で
は
手
薄
な
「
将
来
設
計
能
力
」
と
「
意
思
決

定
能
力
」
の
２
つ
を
取
り
上
げ
て
、
ゼ
ミ
の
活
動
に
合
う
よ
う
に
項
目
を
作
成
し
ま

し
た
。
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ま
し
た
。

②
中
間
自
己
評
価

９
月
末
の
ゼ
ミ
内
中
間
発
表
会
後
の
次
の
ゼ
ミ
で
、
半
年
間
の
自
分
の
活
動
を
振
り
返
り
、
プ
ロ
グ

レ
ス
シ
ー
ト
（
中
間
自
己
評
価
）
に
自
己
評
価
を
記
入
さ
せ
ま
し
た
。
４
月
に
記
入
し
た
プ
ロ
グ
レ

ス
シ
ー
ト
（
事
前
自
己
評
価
）
の
記
述
を
見
な
が
ら
自
己
評
価
を
行
う
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
成
長

を
見
つ
め
ら
れ
、
ま
た
、
記
入
す
る
こ
と
で
「
社
会
人
基
礎
力
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
考
え

て
こ
の
活
動
を
重
視
し
、
１
時
間
を
当
て
ま
し
た
。

③
中
間
相
互
評
価

②
の
自
己
評
価
の
記
入
終
了
後
、
同
じ
日
に
グ
ル
ー
プ
内
で
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
相
互
評
価
を
行
い

ま
し
た
。
相
互
評
価
を
行
っ
た
の
は
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
自
分
が
気
付

か
な
い
面
を
知
り
、
ま
た
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
姿
を
よ
り
客
観
的

に
捉
え
、
今
後
の
活
動
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
相
互
評
価
を
終
え
た
感
想

を
述
べ
さ
せ
た
り
、
感
想
を
書
か
せ
た
り
で
き
る
と
、
さ
ら
に
よ
い
振
り
返
り
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
時
間
的
な
制
約
で
今
回
は
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

④
事
後
自
己
評
価

３
月
の
最
後
の
授
業
で
１
時
間
か
け
て
、
１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、
プ
ロ
グ
レ
ス
シ
ー
ト
（
事

後
自
己
評
価
）
に
自
己
評
価
を
記
入
し
ま
し
た
。
記
入
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
10
分
行
い
、
先
生

は
１
年
間
の
活
動
を
具
体
的
な
行
事
や
活
動
を
挙
げ
て
振
り
返
り
を
促
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
４
月

か
ら
の
活
動
を
振
り
返
り
、
１
年
間
で
ど
れ
だ
け
成
長
し
た
か
を
書
か
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
自
己
評
価
し
た
各
指
標
と
、
浜
松
西
高
校
の
５
観
点
と
の
関
連
付
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示資料提供　静岡県立浜松西高等学校　大村勝久先生

事後評価用プログレスシートに掲載された総合評価の観点
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■
生
徒
か
ら
の
声
―
―
今
、
頑
張
れ
て
い
る
の
は
、
２
年
前
の
お
か
げ
―
―

　
（
九
州
大
学
１
年
生
Ｇ
．
Ｋ
君
︿
２
年
前
受
講
﹀
の
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
よ
り
）

　
高
２
の
「
総
学
ゼ
ミ
」
で
は
、
経
済
に
つ
い
て
の
書
籍
や
資
料
を
読
み
ま
く
り
ま
し
た
。
レ
ポ
ー
ト
を
期
限

ま
で
に
提
出
す
る
た
め
深
夜
ま
で
論
文
を
書
き
、
明
け
方
に
完
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
で
先
生
に
送
り
、

そ
の
ま
ま
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
ハ
ー
ド
な
学
習
体
験
が
役
立
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
本
を
１
冊
読
ん
で
、

班
で
パ
ワ
ポ
を
作
っ
て
発
表
・
討
論
の
繰
り
返
し
で
す
。
入
学
し
て
２
カ
月
足
ら
ず
な
の
に
、
既
に
２
回
パ
ワ

ポ
を
作
っ
て
発
表
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
十
分
や
っ
て
い
ま
す
。
周
り
は
い
わ
ゆ
る
地
元
の
御
三
家
高
校

出
身
の
友
達
ば
か
り
で
、
頭
の
よ
い
連
中
ば
か
り
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
発
表
＆
討
論
の
面
で
は
先
生
に
「
総
学
」

で
鍛
え
ら
れ
た
お
か
げ
で
他
の
学
生
に
負
け
ず
劣
ら
ず
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
よ
い
意
味
で
目
立

つ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

し
て
、「
総
合
評
価
を
し
よ
う
。
評
価
視
点
1
〜
５
に
つ
い
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
3
段
階
で
自
己
評
価
し
て

く
だ
さ
い
」
と
自
己
総
合
評
価
を
さ
せ
ま
し
た
（
前
頁
参
照
）。
そ
し
て
、
こ
の
自
己
評
価
も
参
考

に
し
つ
つ
、
先
生
が
各
生
徒
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
発
表
、
課
題
レ
ポ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ
で

の
活
動
な
ど
を
鑑
み
て
「
総
学
」
の
成
績
評
価
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
総
合
評
価
で
は
、
教
科
リ
テ

ラ
シ
ー
や
専
門
知
識
の
習
得
は
対
象
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

⑤
卒
業
時
の
振
り
返
り

高
校
３
年
卒
業
時
に
、「
総
学
ゼ
ミ
」
に
つ
い
て
生
徒
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、「
社
会
人
基
礎

力
」
や
進
路
に
つ
い
て
振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。

卒
業
時
の
振
り
返
り
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

　

ゼ
ミ
生
17
人
の
実
際
の
進
学
先
を
見
る
と
、
全
員
が
ゼ
ミ
で
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
に
近
い
学
部
・
学
科

を
選
択
し
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
大
学
の
得
意
分
野
や
教
育
方
法
ま
で
研
究
し
、
大
学
選
び
を
す
る
生

徒
ま
で
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
高
校
２
年
で
テ
ー
マ
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
高
校
３
年
次
の
進
路
先

を
決
め
る
大
き
な
要
素
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、「
社
会
人
基
礎
力
」
の
言
葉
の
定
着
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
言
葉
の
意
味
も
正
し
く
理
解
で

き
て
い
な
い
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
言
葉
の
理
解
は
な
く
と
も
、

先
生
か
ら
見
る
と
、
ゼ
ミ
を
通
し
て
「
社
会
人
基
礎
力
」
は
十
分
発
揮
、
向
上
で
き
た
と
実
感
さ
れ
ま
し

た
。
も
っ
と
気
楽
に
「
踏
み
出
し
て
み
よ
う
。
考
え
抜
こ
う
。
チ
ー
ム
し
よ
う
」
な
ど
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
的
に
紹
介
す
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
頭
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
先
生
の
感
想
で
す
。



6章 高校・小中学校での試み

516517

プログレスシート（中間自己評価）P2 プログレスシート（中間自己評価）P1



6章 高校・小中学校での試み

518519
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